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調査の概要
• 対象：2023年1月時点での会員大学295課程

• データ収集方法：サーベイモンキーを用いたWeb調査および
Excel調査

• 調査期間：2023年1月26日から3月3日

•設問内容：

➢看護系大学生の卒業時到達度達成のための臨地参加型実習
の必要性

➢臨地参加型実習の実施状況、領域別臨地実習で経験してい
る看護技術

➢全国共通のCBT・OSCEの必要性および必要と思うもの



調査結果
• 回答数：会員校295課程中、213課程

• 回収率72.2％

• 看護系学部・学科の設置年数
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看護系学部・学科の１学年の学生定員数
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看護系大学生の卒業時到達度達成のため
の臨地参加型実習の必要性

•臨地参加型実習の定義

「看護学生が医療チームの一員として、臨地実習指導者
の指導の下、一定の役割と責任を担いながら看護師の職
業的な知識・思考法・技能・態度の基本的な部分を学ぶ
ことを目的とする。単なる知識・技能の習得や看護実践
の経験に留まらず、実際の患者を相手にした業務を通じ
て、医療現場に立った時に必要とされる思考・対応力を
も養う。」



看護系大学生の卒業時到達度達成のための臨地参加型実習の
必要性（n=213）

領域別臨地実習における、臨地参加型実習の実施状況（n=213）



臨地参加型実習ができていない理由（複数回答可）（n=88）



領域別臨地実習で学生が医療チームの一員として
参加できているか

回答肢の選択肢
１．実習場の全部署でできている
２．実習場の全ての部署ではないが概ねできている
３．実習場の半数以下の部署ではあるが、できている
４．全くできていない
５．完成年度に達していないため該当しない







領域別臨地実習でどのくらい看護技術を経験しているか

• 回答の選択肢：

１．75％以上の学生が経験している

２．50％以上75％未満の学生が経験している

３．25％以上50％未満の学生が経験している

４．25％未満の学生が経験している

５．経験の機会がない

６．完成年度に達していないため該当しない



成人看護

安全な療養環境の整備（転
倒・転落・外傷予防）を指導
の下で実施している：78.5％

フィジカルアセスメントを指
導の下で実施している：

77.0％

清拭を指導の下で実施してい
る：59.2％



成人看護

医療機器(輸液ポンプ、シリ
ンジポンプ、心電図モニター、
酸素ボンベ、人工呼吸器等)
の操作・管理を見学してい

る：38.6％

膀胱留置カテーテルの管理を
見学している：35.3％



老年看護

安全な療養環境の整備（転
倒・転落・外傷予防）を指導
の下で実施している：87.4％

フィジカルアセスメントを指
導の下で実施している：

70.5％



老年看護

薬剤等の管理（毒薬、劇薬、
麻薬、血液製剤、抗悪性腫瘍
薬を含む）を見学している：

8.2％

医療機器(輸液ポンプ、シリ
ンジポンプ、心電図モニター、
酸素ボンベ、人工呼吸器等)
の操作・管理を見学してい

る：9.3％



母性看護

安全な療養環境の整備（転
倒・転落・外傷予防）を指導
の下で実施している：47.5％

フィジカルアセスメントを指
導の下で実施している：

63.7％



母性看護

新生児の沐浴・清拭を見学し
ている：63.9％

新生児の沐浴・清拭を指導の
下で実施している：37.4％



小児看護

安全な療養環境の整備（転
倒・転落・外傷予防）を指導
の下で実施している：79.4％

フィジカルアセスメントを指
導の下で実施している：

65.6％



小児看護

静脈血採血を見学している：
14.9％

医療機器(輸液ポンプ、シリ
ンジポンプ、心電図モニター、
酸素ボンベ、人工呼吸器等)
の操作・管理を見学してい

る：29.4％



安全な療養環境の整備（転
倒・転落・外傷予防）を指導
の下で実施している：48.6％

精神看護

精神的な安寧を保つためのケ
アを指導の下で実施してい

る：75.1％



精神看護

薬剤等の管理（毒薬、劇薬、
麻薬、血液製剤、抗悪性腫瘍
薬を含む）を見学している：

24.9％



在宅看護

フィジカルアセスメントを指
導の下で実施している：

42.2％

安全な療養環境の整備（転
倒・転落・外傷予防）を指導
の下で実施している：38.3％



摘便を見学している：19.0％

在宅看護
浣腸を見学している：14.4％



実習前必要の知識を確認・保証する全国共通の共用試験
（Computer Based Testing：CBT）の必要性（n=213）



全国共通のCBTを実施するにあたり、必要と
思うもの（複数回答可）（n=213）



実習前の必要な態度、技能を確認・保証する全国共通の客観的臨
床能力試験（Objective Structured Clinical Examination：
OSCE）の必要性（n=213）



全国共通のOSCEを実施するにあたり、必要と
思うもの（複数回答可）（n=213）



学生が臨地参加型実習を行うために、その他必要
と思われること（複数回答可）（n=204）



実習前の学生の知識、態度や技能の質保証のため
に行っているもの（複数回答可）（n=176）



OSCEを実施していると回答した大学への設問
「カリキュラムに位置付けているか（n=28）



カリキュラムの中で「OSCE実施にあたって
用いているもの」（複数回答可）（n=24）


	スライド 1: 看護学教育における臨地実習に関するアンケート調査報告
	スライド 2: 調査の概要
	スライド 3: 調査結果
	スライド 4: 看護系学部・学科の１学年の学生定員数
	スライド 5: 看護系大学生の卒業時到達度達成のための臨地参加型実習の必要性
	スライド 6: 看護系大学生の卒業時到達度達成のための臨地参加型実習の 必要性（n=213）
	スライド 7: 臨地参加型実習ができていない理由（複数回答可）（n=88）
	スライド 8: 領域別臨地実習で学生が医療チームの一員として参加できているか
	スライド 9
	スライド 10
	スライド 11: 領域別臨地実習でどのくらい看護技術を経験しているか 
	スライド 12
	スライド 13
	スライド 14
	スライド 15
	スライド 16
	スライド 17
	スライド 18
	スライド 19
	スライド 20
	スライド 21
	スライド 22
	スライド 23
	スライド 24: 実習前必要の知識を確認・保証する全国共通の共用試験（Computer Based Testing：CBT）の必要性（n=213）
	スライド 25: 全国共通のCBTを実施するにあたり、必要と思うもの（複数回答可）（n=213）
	スライド 26: 実習前の必要な態度、技能を確認・保証する全国共通の客観的臨床能力試験（Objective Structured Clinical Examination：OSCE）の必要性（n=213）
	スライド 27: 全国共通のOSCEを実施するにあたり、必要と思うもの（複数回答可）（n=213）
	スライド 28: 学生が臨地参加型実習を行うために、その他必要と思われること（複数回答可）（n=204） 
	スライド 29: 実習前の学生の知識、態度や技能の質保証のために行っているもの（複数回答可）（n=176） 
	スライド 30: OSCEを実施していると回答した大学への設問 「カリキュラムに位置付けているか（n=28） 
	スライド 31: カリキュラムの中で「OSCE実施にあたって 用いているもの」（複数回答可）（n=24） 

